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平成２９年度の行政視察の受け入れ状況をお知らせします

ようこそ由利本荘市へ

　毎年、全国各地の議会から、本市の行政の取り組み状況や関連施設について視察の方々が

訪れています。視察団体、視察内容は次のとおりです。

７団体３８人が来訪

視察団体 視察内容 視察日 視察人数

岩手県奥州市議会

鳥取県境港市議会

議会だよりの編集方針について

見やすい議会だよりつくりへのこだわり

について

由利本荘アリーナ建設の考え方等に

ついて

学力向上の取り組みについて

学力向上の取り組みについて

学力向上の取り組みについて

市税の収納体制について

４月２５日

７月５日

７

７

長野県上田市議会

埼玉県深谷市議会

８月２２日 ８

１０月５日 ９

秋田県仙北市議会 １１月６日 ２

埼玉県本庄市議会

群馬県伊勢崎市議会
１０月３日 ５

　
由
利
本
荘
市
議
会
議
員
の
鈴
木
和
夫
氏
は
、
平
成
30
年
１
月
25
日
に

66
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
平
成
８
年
７
月
、
旧
東
由
利
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し

た
後
、
広
報
特
別
委
員
長
、
総
務
教
育
民
生
委
員
会
な
ら
び
に
議
会
運

営
委
員
会
の
副
委
員
長
を
歴
任
。

　
合
併
後
は
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
、
教
育
民
生
常
任
委
員

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
平
成
25
年
か
ら
29
年
ま
で
は
由
利
本
荘
市

第
４
代
議
長
と
し
て
市
政
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。（
通
算
８
期

21
年
６
カ
月
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

【総務常任委員会】 

　総務部、企画調整部、会計課、議会事務局、

　選挙管理委員会事務局、監査委員事務局、

　消防本部

【教育民生常任委員会】

　市民生活部、健康福祉部、教育委員会事務

　局、スポーツ・ヘルスコミッション推進部

【産業経済常任委員会】 

　農林水産部、商工観光部、由利本荘まるご

　と営業本部、農業委員会事務局

【建設常任委員会】 

　建設部、ガス水道局

委員会条例の一部改正により、

４月１日から常任委員会の所管部局が

下記のようになりました。
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校舎棟、屋体棟の暖房設
備の更新やトイレ

の洋式化など大規模改修

１億4900万円
由利中学校大規模改修事

業

北部地域８校の小中学校を対象とした給食センターの整備（Ｈ３０～Ｈ３２継続事業）

3億5508万円

北部学校給食センター建設
事業

大内総合支所前の建設予定地

テニスコート４面の改修および駐車場の整備

8710万円

サンスポーツランド岩城
テニスコート大規模改修事業

日本遺産追加登
録と

　　　　　　
寄港地フォーラ

ム誘致の推進

151万円
北前船寄港地交

流促進事業

西部幹線・支線、田尻野幹線・支線新設　　および水林浄化センター改築更新工事

5億5014万円

公共下水道事業（本荘処理区）

中核児童館の建設に係る
基本設計、実施設計

491万円

「（仮称）由利本荘市いき
いき

こどもプラザ」整備事業

平成30年度
3会計予算総額
※3会計とは　①一般会計 ②特別会計 ③企業会計 をいいます。

北部地域包括支援センターの
　　　　　　　　　  設置による機能強化

3618万円

地域包括支援センター事務費

木育・多世代交流拠点として７月オープン

7842万円
鳥海山木のおもちゃ美術館

整備事業

東西自由通路線新設

　　  および羽後本荘駅支障移転工事委託

3億6168万円
羽後本荘駅周辺整備事業

羽後本荘駅

実施設計完成予想パース

秋田しんせい農協の
　　　　  菌床しいたけ関連施設への支援

1億645万円

秋田のしいたけ販売三冠王獲得事業

市道 猿倉花立線区間１７０ｍの復旧工事

1億5200万円猿倉花立線改良工事
3億2773万円

総合防災公園関連事業

備品購入および開館記念イベントなどの開催　　　　　　　　　 　  （１０月オープン）
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第
１
回
臨
時
会

（
１
月
２９
日
）

３
月
定
例
会

　
第
１
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
案

件
は
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
案
件
３
件
、
補
正
予
算
３
件
の

計
６
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
指
定
管
理
者
の
指
定
】

●
施
設
の
名
称

　
由
利
本
荘
市
働
く
婦
人
の
家

　
由
利
本
荘
市
本
荘
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
指
定
管
理
者

　
社
会
福
祉
法
人

　
　
由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
施
設
の
名
称

　
由
利
本
荘
市

　
　
鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

　
指
定
管
理
者

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
由
利
本
荘
木
育
推
進
協
会

●
施
設
の
名
称

　
由
利
本
荘
市
Ｂ
＆
Ｇ
由
利
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
由
利
本
荘
市
Ｂ
＆
Ｇ
大
内
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
由
利
本
荘
市
Ｂ
＆
Ｇ
西
目
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
指
定
管
理
者

　
株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ

【
補
正
予
算
】
主
な
も
の

地
域
雇
用
創
出
推
進
基
金
費　

５
億
円

冬
季
交
通
等
確
保
事
業（
除
雪
委
託
料
）

３
億
５
千
万
円

道
路
新
設
改
良
費（
猿
倉
花
立
線
）

　
３
億
円

不

同

意

同

意

人
事
案
件

陳
情
結
果

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
陳
情
（
陳
情
第
１
号
）

秋
田
県
春
闘
共
闘
懇
談
会

代
長
委
員

　渋
谷

　
　一

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

議
長

　三
浦

　宣
人

趣

旨

採

択

議員連盟を設立

市議会では、市の主要施策である３つの分野の活性化を目的とし、全議員参加の議員連盟を設立しました。

設立議員連盟の趣旨、役員は以下のとおりです。

「森林・林業・林産業

　　活性化推進議員連盟」

森林・林業・林産業の活性化
を図ることを目的に研修や要
望活動、各種事業を行う。

「産業活性化議員連盟」
「教育・スポーツ振興

　　　　　　　議員連盟」
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く
ま

さ
か

こ

あ
や

た
か

ぎ

た
け
し

副
市
長
の
選
任

　
松
永
　
　
豊
　
氏

投
票
採
決

賛
成
…
１０
票
・
反
対
…
１３
票

無
効
…
１
票（

議
長
を
除
く
24
票
）

ま
つ

な
が

ゆ
た
か

さ

と
う

こ

り

ま

《趣　　旨》

会　　長：高橋　信雄
副 会 長：佐々木慶治
副 会 長：佐々木隆一
理　　事：佐藤　健司
理　　事：佐藤　義之
理　　事：正木　修一
事務局長：佐々木　茂
監　　事：長沼　久利
顧　　問：渡部　聖一
顧　　問：佐藤　　勇

《役　　員》

地域産業の振興、活性化を図る
ことを目的に研修や事業者との
意見交換、各種事業を行う。

《趣　　旨》

会　　長：渡部　　功
副 会 長：今野　英元
理　　事：伊藤　文治
理　　事：三浦　秀雄
理　　事：三浦　　晃
理　　事：阿部　十全
事務局長：湊　　貴信
監　　事：長沼　久利

《役　　員》

教育とスポーツの振興を一層
促進していくため、基盤整備
の充実を図る。

《趣　　旨》

会　　長：伊藤　岩夫
副 会 長：吉田　朋子
理　　事：小松　浩一
理　　事：伊藤　順男
理　　事：髙橋　和子
理　　事：大関　嘉一
理　　事：高野　吉孝
事務局長：岡見　善人
監　　事：長沼　久利

《役　　員》

人
権
擁
護
委
員
（
任
期
　
３
年
）

　
熊
坂
　
文
子
　
氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　
上

大

野

　
佐
藤
眞
理
子
　
氏
（
再
任
）

矢
島
地
域
　
立
　
　
石

　
高
木
　
　
健
　
氏
（
新
任
）

本
荘
地
域
　
表
尾
崎
町

：
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１．市長の政治姿勢について

２．再生可能エネルギー（風力発電）

　　について

３．市長の所信について

４．平成３０年度の行財政について

５．財務書類関連について

６．地方創生について

７．市職員の労働環境整備について

８．ガス水道事業（企業局）について

９．教育長教育方針等について

市
内
に
お
け
る
風
力
発
電
は
現

在
６６
基
が
稼
働
、
２
カ
所
に
１４

基
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
健
全
な
風
力
発
電
事
業
の
発
展
に
は
、

一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要
と
思
う
が
条
例

制
定
の
考
え
は
。

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

問
「
環
境
影
響
評
価
法
」
の
対
象

と
な
る
大
型
風
力
発
電
事
業
に

お
い
て
は
、
法
の
手
続
き
の
進
行
が
妨

げ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条

例
に
よ
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
義
務

答

付
け
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
小
型
風
力
発
電
事
業
は
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
対
象
外
で
あ
り
、「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
制
定
に
向
け
た
作
業
を
進

め
る
。「

由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
具
体
は
。

総
合
防
災
公
園
完
成
に
向
け
て

問

ア
リ
ー
ナ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

事
業
と
し
て
１０
月
６
日
、
７
日

の
２
日
間
、
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
が
主

答

健
康
寿
命
を
延
ば
す
上
で
の
「
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
と
減
塩
に
よ

る
食
生
活
習
慣
改
善
へ
の
取
り
組
み
は
。

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
成
果
は

問

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
、
生
活

習
慣
病
の
改
善
と
体
力
筋
力
の

向
上
や
認
知
機
能
の
改
善
な
ど
の
効
果

を
確
認
し
た
。「
減
塩
の
推
進
」
に
つ

い
て
は
子
供
の
食
育
栄
養
教
室
、
食
生

活
推
進
員
の
講
習
会
と
い
っ
た
各
種
教

室
な
ど
に
お
い
て
、
う
す
味
嗜
好
の
普

及
に
努
め
て
い
る
。

答

背
景
と
し
て
、
公
立
中
学
校
の

教
諭
の
約
６
割
、
小
学
校
の
３
割

が
月
８０
時
間
超
の
時
間
外
労
働
を
目
安
と

す
る
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
を
上
回
っ
て
い

た
と
の
調
査
結
果
か
ら
、
文
科
省
が
多

忙
化
解
消
に
向
け
た
緊
急
提
言
の
一
つ

と
し
て
昨
年
末
公
表
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
が
県
教
育
委
員
会
は
、
学
校
現
場

の
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
「
学
校

閉
庁
日
」
を
新
年
度
か
ら
取
り
入
れ
る

と
し
て
い
る
が
。

教
職
員
の「
働
き
方
改
革
」は

問
「
学
校
閉
鎖
」
に
つ
い
て
は
、
現

在
年
末
年
始
に
実
施
し
て
い
る

が
、
平
成
３０
年
度
か
ら
夏
季
休
暇
中
に

も
実
施
す
る
。
よ
り
実
効
性
の
あ
る「
教

職
員
の
働
き
方
改
革
」
を
進
め
る
。

答

質　問　項　目

催
し
、
市
と
共
同
で

開
館
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
１２
月
２
日

に
は
、「
集
団
行
動

演
技
」
で
有
名
な
日

本
体
育
大
学
の
「
体

育
研
究
発
表
会
」
な

ど
の
開
催
が
決
定
し

て
い
る
。

会

派

代

表

質

問

会

派

代

表

質

問

高 志 会

会長　伊藤　順男

　
今
後
は
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
を
「
健
康
の
駅
」
の
中

心
事
業
と
し
て
減
塩
と
合
わ
せ
て
普
及

啓
発
に
努
め
る
。

ここが聞きたい
一 般 質 問

豪
雨
被
害
農
林
地
、
河
川
の
復

旧
状
況
は
。

国
の
補
助
災
害
５
カ
所
に
つ
い

て
は
発
注
予
定
で
あ
り
、
市
単

独
補
助
災
害
申
請
予
定
４
２
１
カ
所

で
、
随
時
復
旧
を
進
め
て
い
る
。
県

単
独
事
業
１
４
３
カ
所
に
つ
い
て
は
、

工
事
完
了
し
て
い
る
。

　
市
管
理
河
川
復
旧
に
つ
い
て
は
、

一
部
被
害
が
大
き
い
箇
所
を
除
い

て
、
田
植
え
を
目
途
に
工
事
完
成
を

目
指
す
。

問答

交
通
弱
者
に
対
す
る
、
貴
重

な
手
段
と
な
り
う
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
考
え
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、

可
能
性
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

答

空
白
地
域
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

混
乗
化
は
住
民
福
祉
に
も
繋
が

る
が
。
問 混
乗
化
に
一
歩
前
進

消
防
団
員
の
更
な
る
安
全
確
保

の
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
反
射

材
付
き
雨
具
な
ど
、
計
画
的
に
配
備

し
て
い
く
。

　
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
災
害
出
動

手
当
の
条
例
改
正
を
し
た
。

　
今
後
も
待
遇
改
善
に
努
め
て
い
く
。

答

消
防
団
員
の
装
備
・
待
遇
改
善

を
。

問 災
害
出
動
手
当
ア
ッ
プ
！

秋
田
豪
雨
被
災
農
林
地

　
　
　
　
　
　早
期
復
旧
へ

秋
田
豪
雨
を
超
え
る
災
害
を
想

定
し
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
。

昨
年
の
降
雨
量
を
超
え
る
想
定

で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
避
難
所
の
安
全
性
を
確
認
し
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、
平
成
３２

年
度
ま
で
最
新
版
に
更
新
し
て
、
市
民

へ
周
知
し
て
い
く
。

問

答

防
災
・
減
災
対
策
見
直
し

正木修一

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
子
会
社
・
Ｓ

Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
（
株
）
が
鳥
海
山

国
定
公
園
に
隣
接
す
る
鳥
海
山
１
、

２
合
目
周
辺
に
風
力
発
電
機
８
基
を

設
置
す
る
計
画
が
あ
る
。

　
同
区
域
は
自
然
環
境
、
観
光
、
歴
史
、

文
化
な
ど
で
本
市
の
重
要
な
地
域
だ
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

問

サ
ッ
カ
ー
、
硬
式
野
球
な
ど
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
小
中
学
生
の

間
で
誕
生
し
て
い
る
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
も
市
の
補
助

金
支
援
、
表
彰
の
対
象
と
な
る
か
。

問

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
も
「
ス
ポ
ー

ツ
大
会
派
遣
補
助
金
」
の
対

象
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
に
つ
い
て
も
加
盟

団
体
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
「
ス
ポ

ー
ツ
賞
」
を
授
与
し
て
い
る
。

答

鳥
海
山
に
風
車
は

　
　
　
　
　
　似
合
わ
な
い

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
へ
支
援
を

今野英元

本
計
画
の
区
域
に
は
多
く
の

景
観
、
観
光
資
源
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　
本
市
も
意
見
書
で
「
生
活
環
境
」「
鳥

海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」「
観
光
」「
水

道
施
設
」「
文
化
財
保
護
」
の
見
地
か

ら
、
事
業
者
に
最
大
限
の
配
慮
を
求

め
て
い
る
。

答

林立する風車群

護岸崩落（亀田冨田地区）

混乗化が期待される
スクールバス
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重
大
な
影
響
を
回
避
で
き
な
い

場
合
は
、
事
業
計
画
の
見
直
し

な
ど
厳
し
い
意
見
が
出
て
い
る
が
。

問

環
境
大
臣
、
県
知
事
の
意
見

書
で
も
事
業
区
域
の
見
直
し
、

風
車
の
数
の
削
減
、
住
居
か
ら
遠
ざ

答

け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
騒
音
、
風
車
の
影
な
ど
極
力

低
減
す
る
こ
と
を
事
業
者
に
要
請
し

て
い
る
。

〜
新
年
度
へ
向
け
て
〜

〜
新
年
度
へ
向
け
て
〜

固
定
資
産
税
や
交
付
税
の
減
額

が
進
む
中
で
、
高
齢
人
口
の
増

加
な
ど
社
会
負
担
費
が
さ
ら
に
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
今
後
の
財
政
の
健

全
運
営
は
。

さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
運
営
を

問

合
併
算
定
替
交
付
税
の
皆
減
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
医

療
や
第
３
セ
ク
タ
ー
の
市
の
財
政
負
担

の
あ
り
方
や
、
制
度
、
組
織
、
事
務
、

事
業
に
つ
い
て
大
胆
な
行
政
改
革
を
行

い
、
さ
ら
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

答

画
に
基
づ
き
、
施
設
の
統
廃
合
や
解
体

を
進
め
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め

る
。

市
の
機
構
は
細
分
化
が
進
み
専

門
性
が
高
く
、
担
当
者
任
せ
に

な
り
や
す
く
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
き
に

く
い
体
制
で
は
。

　ま
た
、
お
互
い
担
当
以
外
に
関
心
を

持
た
な
か
っ
た
り
、
片
寄
っ
た
仕
事
量

に
よ
り
負
担
の
増
え
て
い
る
職
員
の
健

機
構
改
革
が
必
要
で
は

問

複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に
速
や

か
に
対
応
し
な
が
ら
、
職
員
の

負
担
軽
減
や
人
的
資
源
の
有
効
活
用
の

た
め
事
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
複
数
担
当
制
に
よ
り
組
織
と

し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
る
。

　
健
康
面
に
お
い
て
も
十
分
留
意
し
業

務
量
に
合
わ
せ
た
職
員
配
置
を
進
め
、

効
率
化
や
ス
リ
ム
化
に
向
け
機
能
別
の

再
編
や
統
合
を
行
う
。

答 康
管
理
の
面
か
ら
も
改
善
に
向
け
た
機

構
改
革
を
す
べ
き
で
は
。

成
長
産
業
で

あ
る
航
空
機

や
自
動
車
産
業
は
、

裾
野
が
広
い
産
業
で

本
市
産
業
振
興
の
大

き
な
目
玉
で
あ
る
。

　関
連
企
業
の
誘
致

成
長
産
業
へ
の

　取
り
組
み

　
　
　強
化
を

問

地
元
企
業
に
よ
る
自
動
車
や
航

空
機
な
ど
の
輸
送
機
関
連
産
業

へ
の
参
入
を
支
援
し
、
産
業
集
積
の
強

靭
化
を
進
め
て
い
る
。

　
特
に
航
空
機
関
連
で
は
秋
田
県
を
牽

引
す
る
企
業
が
本
地
域
に
集
積
し
て
お

り
、
今
年
度
は
「
本
荘
由
利
地
域
の
航

空
機
産
業
を
考
え
る
会
」
を
主
催
し
、

地
元
企
業
と
航
空
機
部
品
製
造
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
自
動
車
関
連
で
も
「
東
北
地

域
の
車
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
、
最

新
の
業
界
動
向
の
学
習
と
地
元
企
業
に

よ
る
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
自
動
車
産
業
へ
の
参
入
を
促
進
し

て
い
る
。

　
成
長
産
業
へ
の
参
入
に
当
た
っ
て

は
、
設
備
投
資
や
人
材
育
成
な
ど
に
企

業
の
大
き
な
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
に
努
め
て
い
く
。

答

１．平成３０年度施政方針について

２．機構改革と職員の健康管理に

ついて

３．職員数の推移と今後の目標値

について

４．農業の振興策について

５．商工業の振興策について

６．観光振興について

７．由利本荘アリーナの平成３１年度

以降の利用団体の見込みについて

８．教育方針について

質　問　項　目

市民創風

会長　渡部　　功

や
地
元
企
業
の
育
成
な
ど
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
は
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

新
規
工
業
団
地
造
成
の
計
画
は
。

新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
市
単
独
に
よ
る
造
成

は
用
地
取
得
や
工
事
な
ど
に
多
額
の
費

用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
困
難
で
あ
り
、

県
に
対
し
、
本
荘
工
業
団
地
の
拡
張
も

含
め
て
要
望
し
て
き
て
い
る
。

　
企
業
誘
致
に
は
工
場
用
地
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、

引
き
続
き
県
に

造
成
の
要
請
を

行
い
な
が
ら
、

企
業
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
支
援
に

よ
り
、
雇
用
拡

大
に
努
め
て
い

く
。 問

市
道
鶴
沼
薬
師
堂
線
整
備
計
画

は
。

答

路
線
計
画
の
策
定
や
整
備
手
法

の
検
討
を
含
め
、
総
合
計
画
「
新

創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
後
期
計
画
に
組
み

入
れ
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

経
営
安
定
の
た
め
の
対
策
は
。

米
政
策
で
は
「
よ
り
売
れ
る
米

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、

減
農
薬
栽
培
「
あ
き
た
エ
コ
ラ
イ
ス
」

へ
の
取
り
組
み
支
援
や
需
要
が
見
込
ま

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
は

道
路
整
備
と
渋
滞
緩
和
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　対
応
は

東
日
本
大
震
災
な
ど
を
機
に
備

蓄
に
対
し
て
見
直
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
生
活
物
資
は
何
人
分
で

何
日
と
想
定
さ
れ
る
か
。
保
管
場
所

と
品
目
、
整
備
状
況
な
ど
の
推
移
は
。

約
１
３
０
０
人
が
発
災
か
ら

３
日
間
生
活
で
き
る
も
の
と

し
て
い
る
。
品
目
は
食
料
品
、
生
活

用
品
な
ど
１９
品
目
で
、
公
民
館
な
ど

５５
カ
所
に
配
備
し
て
い
る
。

　
整
備
状
況
は
平
成
２６
年
度
よ
り
年
次

計
画
で
購
入
し
、
今
年
度
で
終
え
る
。

　
備
蓄
品
は
期
限
切
れ
間
近
の
食
料

を
防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
提
供
し
有

効
活
用
し
て
い
る
。
今
後
は
フ
ー
ド

バ
ン
ク
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

れ
る
品
種
へ
の
誘
導
を
図
っ
て
い
く
。

　
複
合
化
に
関
し
て
は
、「
鳥
海
り
ん

ど
う
」
や
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
な
ど
、

地
域
特
性
に
合
っ
た
収
益
性
の
高
い
園

芸
作
物
へ
の
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、

秋
田
由
利
牛
の
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡

大
の
支
援
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
後
継
者
対
策
と
し
て
、
新
規
就
農

者
や
法
人
な
ど
の
担
い
手
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
基
盤
整
備
の
活
用
や

農
地
集
積
に
よ
る
大
規
模
化
な
ど
を

始
め
と
す
る
、
生
産
基
盤
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

佐藤健司

工
業
振
興
と
雇
用
拡
大
へ
の

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

佐々木隆一

災
害
時
の
生
活
物
資
の

　
　
　
　
　
　備
蓄
状
況
は

拡張を要望している本荘工業団地

問答

問答

玉
ノ
池
町
内
三
枚
橋
、
上
下
野
地

区
の
渋
滞
緩
和
へ
の
対
応
は
。

要
望
の
結
果
、
県
道
本
荘
西
目

線
の
渋
滞
対
策
と
し
て
、
平
成

２９
年
９
月
に
右
折
用
信
号
が
設
置
さ

れ
た
。
更
に
、
県
か
ら
は
平
成
３０
年

３
月
ま
で
に
信
号
制
御
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
う
え
で
、
生
活
道
路
か
ら

の
乗
り
入
れ
と
渋
滞
対
策
の
検
証
を

継
続
し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

問答

問答

憲
法
に
明
記
さ
れ
、
国
民
の
生

存
権
を
保
障
す
る
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
の

あ
り
方
は
、
す
べ
て
の
国
民
の
権
利

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　生
活
保
護
の
相
談
件
数
、
申
請
件

数
な
ど
の
推
移
と
就
労
支
援
は
。

相
談
件
数
は
１
３
５
件
、
申

請
件
数
は
６９
件
、
受
給
開
始

世
帯
数
は
６０
世
帯
で
あ
る
。
生
活
保

護
世
帯
の
動
向
は
、
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
４９
％
が
単
身
高
齢
者
世
帯
で
、

前
年
度
と
比
べ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
平
成
２５
年
度
よ
り
「
就
労
支
援
員
」

を
１
名
配
置
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
な
が
ら
就
労
支
援
を
行
い
、

昨
年
度
は
１９
名
就
労
し
て
い
る
。

生
活
保
護
の
動
向
は

問答

本荘中央防災備蓄倉庫の備蓄品
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